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子どもや親が学校に見切りをつけ、自由にホームスクーリングでやろうと思っていても、目の前には、学校に来ないのは「問題であり子どもにとって不幸」と信じて疑わない教師や医者やカウンセラーがあまりに多い現実がある。同じ日本語をしゃべっても、まるで宇宙人のように通じないのはなぜだろう。それはそれまで彼らが学んできた物差しが「絶対の正義」になってしまっているからかもしれない。残念ながら彼らの「正義」の外にある相手（私たち）の立場を理解しようとする態度を示す専門家は非常に少ない。

そんな中で、禁煙に関して、体験者同士の助言の方がはるかに説得力があると、サポート役に徹して効果をあげている奈良の高橋裕子さんという禁煙支援医（指導医でないところがイイ）の記事を読んだ。学校に行かない子と親に対する状況にも近いと思うのでちょっと引用してみよう。

高橋さんは言う。「医者っていうのは、肩ひじを張って何から何まで自分で指図したがるんです。でも、禁煙では、実際に医者が果たす役割は、ごく一部です。本人のがんばりと、それを支えるサポートが欠かせません。医者としてのプライドは、もうズタズタです（笑い）。20世紀は医者が医療を提供してみなさんが受けるという概念でしたが、これからの予防医療は、医者の役割は知識、方法を示すことに限定され、治療の中心は、経験者がサポートしていく形になっていく、と思います」（「朝日新聞be」2003.3.15）。

当事者同士で、共感したりヒントをもらったり経験を話したりしているうちに、多くの場合専門家に頼らなくても自分たちでいろんなことが見えてくる、元気になれることはたくさんある。いわゆるピア・カウンセリング（peer＝同等・仲間の意）と呼ばれるものだ。日本人は権威や専門家に頼るのが好きなのか、まだあまり盛んではないようだが、海外では犯罪者に対してこのようなグループカウンセリングを行うことが再犯率の減少につながっていると聞く。上や外からの押しつけでなく、自分の中から湧き出るものと向き合えるからだろう。

同じ経験者でもそれぞれに感じ方は違うことを自覚し、また「経験者にしかわからない」というような狭い世界を作ることのないよう自戒しながら、のんびり、したたかにやっていけるといいと思う。

